
Ⅰ
地
方
自
治
体

の
決
定
権
の
拡
大

上
乗
せ

法
律
が
規
制
し
て
い
る
事

項
に
つ
い
て
、
同
じ
目
的

で
、
条
例
よ
り
も
厳
し
い

内
容
を
課
す
こ
と
が
で
き

る
。(

法
律
の
基
準
が
全

国
一
律
の
最
低
基
準
と
考

え
ら
れ
る
場
合
は
「
上
乗

せ
」
が
許
容
さ
れ
る)

横
出
し

法
律
と
条
例
の
規
制
の
目

的
が
同
じ
で
あ
り
、
法
律

で
規
制
し
て
い
な
い
事
項

ま
で
規
制
す
る
こ
と
。(

法

律
に
よ
る
規
制
が
全
国
一

律
で
規
制
事
項
の
拡
大
が

法
律
の
目
的
と
効
果
を
阻

害
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る

場
合
に
は
許
容
さ
れ
る)

裾
下
げ

法
律
が
一
定
規
模
以
上
の

事
業
所(

者)

だ
け
を
規
制

対
象
と
し
、
そ
れ
未
満
の

規
模
の
事
業
所(

者)

を
対

象
か
ら
除
外
し
て
い
る
場

合
、
条
例
に
よ
っ
て
、
基

準
未
満
の
事
業
所(

者)

ま

で
規
制
対
象
を
広
げ
る
こ

と
。

(

以
上
、
地
方
自
治
法
第

一
条
の

第

項)

2

2

Ⅱ
地
方
分
権
推
進

の
基
本
理
念

地
方
公
共
団
体
の
自
主
性

･

自
立
性
を
高
め
、
個
性

豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地

域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ

と
。

自
治
事
務(

介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
、
国
民
健
康
保
険

給
付
、
児
童･

高
齢
者
・

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど)

法
定
受
託
事
務(

国

政
選
挙
、
旅
券
交
付
、
国

道
管
理
、
戸
籍
事
務
、
生

活
保
護
、
国
の
指
定
統
計

な
ど)
に
お
い
て
も
、
法

令
に
反
し
な
い
限
り
条
例

制
定
が
で
き
る
。

Ⅲ
条
例
の
法
的
根

拠

(

上
位
か
ら)

日
本
国
憲
法

条
94

条
例
制
定
権

地
方
自
治
法

条
14

条
例
制
定
が
で
き
る

条
例(

都
道
府
県･

市
町

村)

地
方
議
会
で
制
定

さ
れ
た
、
そ
の
地
域･

自
治
体
だ
け
に
通
用
す

る
法
規

Ⅳ
地
方
自
治
と
は

団
体
自
治(

国
と
は
独
立

の
法
人
格
を
持
っ
た
地
方

公
共
団
体
を
設
け
る)

住
民
自
治(

地
方
公
共
団

体
の
事
務
の
処
理
を
住
民

の
意
思
に
基
づ
い
て
お
こ

な
う)

こ
の
二
つ
の
要
素
の
結
合

か
ら
な
る
。
地
域
の
こ
と

は
地
域
の
住
民
が
考
え
、

行
政･

議
会
と
共
に
、
解

決
を
目
指
す
。
「
お
ま
か

せ
民
主
主
義
」「
無
関
心
」

「
白
紙
委
任
」
と
は
相
容

れ
な
い
。

Ⅴ
自
然
環
境
保
全

基
本
方
針

①
人
間
活
動
の
影
響
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
原
生
状

態
を
維
持
し
て
い
る
自
然

②
優
れ
た
自
然
の
生
態
系

ま
た
は
特
異
な
自
然
の
現

象
を
維
持
し
て
い
る
自
然

環
境

③
優
れ
た
自
然
の
風
景
地

を
維
持
し
て
い
る
自
然
環

境④
過
去
の
生
活
や
生
活
様

式
と
密
接
な
関
連
を
有
す

る
自
然
環
境

⑤
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
場
ま
た
は
そ
の

背
景
地
と
な
る
自
然
環
境

⑥
農
林
業
等
の
生
産
活
動

の
場
と
し
て
の
自
然
環
境

⑦
都
市
生
活
の
活
動
の
場

と
し
て
の
自
然
環
境

⑧
都
市
生
活
の
場
で
都
市

住
民
の
生
活
環
境
と
密
接

な
関
連
を
有
す
る
自
然
環

境(

自
然
環
境
保
全
法)

Ⅵ
条
例
づ
く
り
に

向
け
て
の
一
歩

①
最
初
の
問
題
意
識
、
着

想
、
着
眼
点
を
大
切
に

②
問
題
の
本
質
的
原
因
は

ど
こ
に
あ
る
の
か

③
ど
こ
が
本
当
の
原
因
な

の
か

④
ど
の
点
を
解
決
す
れ

ば
、
全
体
の
問
題
が
解
決

す
る
の
か

⑤
問
題
点
を
裏
付
け
る
事

実
、
デ
ー
タ
は
あ
る
の
か

⑥
客
観
的
で
必
要
な
情
報

は
何
か
、
そ
れ
は
ど
う
す

れ
ば
入
手
で
き
る
か

⑦
現
行
法
令
の
解
釈･

運

用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か⑧
地
方
分
権
、
地
方
自
治

の
立
場
か
ら
、
そ
の
解
釈

･

運
用
に
問
題
は
な
い
か

⑨
法
律
と
の
関
係
で
、
条

例
に
よ
る
さ
ら
な
る
規
制

は
許
容
さ
れ
る
か

⑩
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か

ら
、
問
題
解
決
の
た
め
の

手
段
を
勘
案
比
較
す
る

Ⅶ
埼
玉
県
所
沢
市

の
取
り
組
み

◆
議
会
特
別
委
員
会･

有

識
者
の
提
言
で
市
民
検
討

委
員
会
の
委
員
の
公
募
を

行
い

人
が
決
ま
る
。

50

◆

名
の
市
民
検
討
委
員

50
と
市
職
員

名
合
同
で

24

6

班
編
制
で
検
討
作
業
42

回
。

◆
テ
ー
マ
は
、
総
合
計
画
、

行
政
経
営
、
町
づ
く
り
基

本
条
例
、
財
政
運
営
。

◆
基
本
条
例
の
素
案
作
成

䢪
対
話
集
会
䢪
原
案
作
成

䢪
議
会
提
案(

可
決
成
立)

䢪
市
民
に
周
知
䢪
条
例
施

行Ⅷ
ま
と
め

①
本
紙
Ⅰ
項
に
入
る
前

に
、
環
境
問
題
と
は
何
か
、

日
本
の
環
境
行
政
の
問
題

点
が
述
べ
ら
れ
た
。

②
上
位
法
の
拘
束
意
識
が

強
か
っ
た
が
、
か
な
り
の

許
容
も
あ
る
の
で
あ
る
。

③
国
か
ら
独
立
性
の
地
方

自
治･

住
民
自
治
が
あ
る
。

④
住
民
の
手
で
条
例
を
作

る
、
そ
の
過
程
で
住
民
が

力
を
つ
け
る
。
地
域
自
治

は
民
主
主
義
の
学
校
。
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グリーン久万鄕
クリーン仁淀川

仁淀川流域の水と暮らしを守る会

(旧久万高原町産業廃棄物処分場設置を

止める連絡協議会)

代表 川本博文 0892-21-0706

事務局 鷲野 宏 080-6376-8076

編集長 古田 隆 090-4784-1041

HP http://stop-kumakogensanpai.info

Mail info@stop-kumakogensanpai.info

環境問題に取り組むには科学・哲学がいる
本会主催の条例学習会に百人 目から鱗の納得

｢
仁
淀
川
流
域
の
水
と
く
ら
し
を
守
る
会｣

主
催
で
、
去
る

月

日
、
下
の
チ
ラ
シ

1

25

の
よ
う
な
学
習
会
を
開
い
た
。
久
万
高
原
町
も
協
力
で
、
河
野
忠
康
町
長
か
ら
も
挨
拶

が
あ
り
、
約
百
人
の
参
加
者
が
、
講
師
の
渡
部
伸
二
氏
か
ら
の
環
境
問
題
と
法
体
系
、

地
方
自
治･

住
民
自
治
の
難
し
い
お
話
を
目
か
ら
鱗
で
聞
い
て
い
た
。



会
の
終
盤
で
、
会
食
が

あ
り
、
参
加
者
は
、

名
150

を
超
え
、
先
生
の
対
応
は
、

情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た

ら
、
即
、
現
場
に
駆
け
つ

け
状
況
調
査
、
地
域
住
民

と
の
話
し
合
い
、
課
題
を

明
確
に
し
、
活
動
方
向
を

定
め
行
動
を
起
こ
す
。
そ

の
後
必
要
な
指
導
を
し
て

も
ら
っ
た
と
い
う
の
が
大

方
一
致
し
た
感
慨
と
し
て

述
べ
ら
れ
た
。

会
場
は
静
粛
で
、
語
る

人
も
傾
聴
す
る
人
も
涙

し
、
関
口
先
生
の
指
導
の

一
コ
マ
一
コ
マ
を
思
い
起

こ
し
、
先
生
の
志
を
し
っ

か
り
と
受
け
継
が
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
の
思
い
を
新

た
に
す
る
場
面
に
満
た
さ

れ
た
と
い
う
。
地
域
は
異

な
っ
て
も
共
通
の
課
題
を

持
ち
、
頑
張
っ
て
い
る
人

た
ち
が
強
い
共
感
で
結
ば

れ
る
場
と
な
っ
た
。

町
長
か
ら
生
活
環
境
保

全
条
例
策
定
委
員
の
募
集

が
自
治
会
長
宛
に
回
覧
文

書
と
し
て
だ
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
資
格

は
、
町
内
に
在
住
す
る
18

歳
以
上
の
も
の
、
募
集
人

員
は

人
と
な
っ
て
お

8

り
、
募
集
期
間
は
今
年
3

月

日
か
ら
同

月

日

1

3

31

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

本
紙

面
の
条
例
学
習

1

会
で
学
ん
だ
内
容
と
は
ず

い
ぶ
ん
か
け
離
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
い
か
が
な
も
の

か
。
本
会
会
員
か
ら
積
極

的
な
応
募
を
期
待
し
た
い

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
住

民
自
治
の
原
理
か
ら
い
っ

て
、
改
善
や
新
た
な
要
望

を
す
る
こ
と
は
可
能
で
は

な
い
か
。

お
任
せ
民
主
主
義
や
無

関
心
、
白
紙
委
任
し
た
よ

う
に
思
っ
て
、
何
が
あ
っ

て
も
、
ご
無
理
ご
も
っ
と

も
と
諦
め
、
何
も
言
わ
な

い
、
何
も
し
な
い
で
い
た

ら
、
久
万
高
原
町
を
誇
り

あ
る
町
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。

(2) グリーン久万郷・クリーン仁淀川 12号 2017.2.28

恩人関口鉄夫先生逝去

た
び
た
び
来
町
い
た
だ
き
、
調
査･

講
演
等
、
数
々

の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
関
口
鉄
夫
先
生
が
逝
去
さ

れ
、

年

月

日
長
野
県
松
本
市
で
お
別
れ
の
会
が

16

10

16

行
わ
れ
た
。
本
会
を
代
表
し
て
川
本
博
文･

石
丸
常
の

両
名
が
出
席
し
、
夫
人
に
お
目
に
か
か
り
お
悔
や
み
と

お
礼
を
申
し
上
げ
守
る
会
か
ら
の
香
典
を
お
届
け
し

た
。
川
本
代
表
は
左
記
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。

川本代表お別れのことば

会計報告
収入の部

前年度繰越金 676,338

カンパ(募金) 406,005

雑収入(書籍) 7,860

預金利子 161

計 1,090,364

支出の部

消耗品費 32,075

会場費 5,760

通信費 194,446

講演会費 61,103

手数料 3,766

計 298,029

差引残高 792,335

2016年4月12日監査

仁
淀
川
ブ
ル
ー

上
か
ら
吾
北
に
こ
渕

水
辺
の
駅
あ
い
の
里
う
ら

片
岡
沈
下
橋

河
口
近
く
八
田
堰

理事会の実施記録
H27年度

第1回理事会 2015年11月18日

第2回理事会 2015年12月16日

H28年度

第1回理事会 2016年4月25日

○H27年度活動経過報告

○H27年度収支決算報告

○H28年度活動計画

○その他

第2回理事会 2016年9月26日

○条例制定に向けての取組

○近隣市町村･関係団体との連

携強化

○役員･理事会体制の構築

○その他

条
例
策
定
委
員
に
応
募
を


